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永田　雄三＊
　本年度から本学中央図書館の地下3階にある自動書庫に「トルコ文庫」
が設置されたことは、ご存じない方々も多いことと思われる。「トルコ文
庫」とは、主としてトルコ共和国で出版されたトルコ語とその古典語であ
るオスマン・トルコ語（アラビア文字）による書物を1カ所に設置したも
ので、それに若干のトルコ関係の欧文図書も含まれている。その数はおよ
そ1500点で、筆者がこれまでにほそぼそと収集した図書を中心としてで
きたものである。その数は決して多くはないが、わが国ではトルコ語の本
を所蔵している図書館はきわめて少ないので、それなりの意味があると考
え、以下に紹介する次第である。
1　「トルコ文庫」成立の事情
　最初に筆者の研究経歴を兼ねてこの「文庫」の成立事情を記しておきた
い。筆者は現在のトルコ共和国の前身であるオスマン帝国史研究を専門領
域としている。この国家は日本ではあまり知られていないが、1300年頃
から第一次世界大戦後までの600有余年の長期におよんで存続し、16世
紀から19世紀末に至る時期には現在の中東（イランを除く）、バルカン、
および北アフリカのチュニジアに至るまでの地域を支配し続けた超大国で
ある。現在これらの地域で続発している、いわゆる「民族・宗教紛争」の
ほとんどすべてはオスマン帝国時代に発しているといっても過言ではな
＊ながた・ゆうぞう／文学部教授／トルコ史
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い、きわめて重要な国家である。また、歴史学の観点からいえば、上に述
べた地域の近世から近代にかけての歴史はすべてオスマン帝国史の一環で
ある。
　筆者が大学院に進学した1964年ころ、日本でこの国の研究を行うこと
は、カリキュラムの面でも、文献の面でもほとんど不可能に近い状態で
あった。幸い1965年にトルコ共和国政府が日本人の学生にはじめて奨学
金を与えることになった。その恩恵を受けて、筆者は65年10月から69
年5月まで、最初は同政府の、それが途絶えたのちにはイスタンブル大学
がトルコ人の学生に与える奨学金をいただいて、3年半ほど同大学院文学
部歴史学科博士課程に留学する機会を得た。おそらく戦後（あるいは戦前
も含めて）はじめてのトルコへの留学生であったと思う。当時の日本は、
ようやく経済成長の端緒についたばかりで、海外に出るときには一人200
ドルまでしか外貨の持ち出しが許されなかった。トルコ政府の奨学金は月
に800リラであったが、その当時1トルコ・リラは40円の価値があり、日
本円に換算して32，000円、イスタンブル大学の奨学金は600リラであっ
た。ちなみに現在の換算率は1円＝12，000トルコ・リラである！
　幸い最初の8か月はトルコ人の家庭にホームステイし、その後はアル
メニア人老夫婦のお宅にお世話になったため、この程度の額の奨学金でも
生活し、かつ本を買うことができたのである。「トルコ文庫」の中核をな
すオスマン・トルコ語の書物は、そのほとんどがこの間に購入されたもの
である。イスタンブルの旧市街には、規模は小さいが、ちょうど東京の神
田にも似た古本屋街があり、授業の合間を見てはそこへ通って買い集めた
ものである。神田の古本屋街でもそうだと思うが、イスタンブルでも古本
屋の親父とトルコ・コーヒーを飲みながら歓談していると、やがて山積み
にされた本の中から欲しい本を引っ張り出してきて安い値で売ってくれる
という仕組みになっていて、店主と懇意にならなければ良い本は集まらな
い。当時の店主たちは皆、本だけではなく歴史や文学に詳しい人が多く、
ずいぶん勉強させられたものである。これらの人びとの多くは今では幽冥
界を異にしてしまった。現在ではツーリスト目当てのつまらない本屋ばか
りになってしまったのは残念である。
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　このようにして筆者のオスマン帝国史研究と本の収集は始まった。イス
タンブル大学に博士論文を提出して帰国したが、そのテーマはいわゆる第
一次露土戦争期（1768－1774）におけるオスマン帝国の大宰相の伝記的研究
である。だが、オスマン帝国史研究を続けるためには、その後もイスタン
ブルをはじめとするトルコ各地、それにバルカン諸国、アラブ諸国の文書
館や図書館、テーマによってはヨ・一一・ロッパ各地を訪れて史料を集める以外
に方法がない。日本には、相変わらずトルコ語などによる第一次史料が存
在しなかったからである。このため、帰国後、70年に東京外国語大学アジ
ア・アフリカ言語文化研究所に勤めてからも、また95年に本学に赴任し
てからも、ほぼ毎年のようにイスタンブルなどに出かけることになった。
そのたびに少しずつ本を集めていった。このころの筆者の問題関心は、学
部の学生時代から関心のあったジェントリー研究で、これは中国史でいえ
ば郷紳研究、日本史でいえぱ豪農研究に相当するといえようか。とりわけ
筆者の問題意識はトルコのジェントリー（アーヤーンと呼ばれる）層の社
会経済的基盤、とりわけ地域社会における名望家としての役割といったと
ころにあったから、図書の蒐集も、おのずから地方史、民族・民俗学的研
究、農村経済や遊牧民の文化といったところに焦点が絞られていったよう
に思う。この問題意識は、当時の歴史学界では、いわゆる「社会経済史」
研究が盛んであったことにもよるが、地方名望家の実態を現地社会の現実
の中で把握したいと考えたのは、筆者の職場であったアジア・アフリカ言
語文化研究所に文化人類学を専攻する同僚が多かったことにもよる。結
局、トルコ最大の名望家系として18世紀の中葉以後工一ゲ海沿岸地方に
勃興し、現在にいたるまで存続しているカラオスマンオウルという家系の
研究を30年間続けることになった。この家系には世界銀行の重役の一人
アッティラ・カラオスマンオウル氏がいたが、先年定年退職したと聞いて
いる。97年にようやくこの家系に関する研究を『歴史のなかのアーヤー
ン：カラオスマンオウル家に関する一研究』と題する本にまとめてトルコ
歴史学協会から出版し、この家系の人びとに読んでもらうことができた。
今でもこの家系の人びととの交流は続いており、トルコに行くと『お前の
家もそろそろあの家から嫁をもらわなきゃならないな！』と笑い話の種に
されている。以上が筆者の研究歴とでもいうべきものであるが、私事にわ
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たって恐縮だが少し詳しく紹介したのは、「トルコ文庫」の内容にこうし
た筆者の研究歴、問題関心が反映されていると思われるからである。
　さて、現在トルコ語による図書は、関東では、駒込の東洋文庫（ここに
は約1万点のトルコ語およびオスマン・トルコ語の本がある）をはじめと
して、東大の東洋文化研究所、慶応大学、東京外国語大学、東海大学など
に収集されている二筆者が自分の本を本学に寄贈することを思いついたの
は、研究室と自宅に山積みとなった本が死蔵状態になったという事情もあ
るが、それ以上に、本学の中央図書館がきわめて便利だからである。まず、
都心にあるという利点に加えて、現在、平日は夜10時まで、土曜日は7時
まで、日曜日でも5時まで開館していて、しかも利用者が直接書庫に入っ
て自由に本を探索できる。こんなに便利な図書館はそうざらにはないので
はあるまいか。本学の学生諸君の中には現代トルコ語だけではなく、オス
マン・トルコ語を修得した学生が数は少ないがすでに育っている。かれら
が日常的にトルコ語の図書に親しむためには、本学の図書館を利用するの
が最善の方法であることはいうまでもない。しかし、それだけではない。
都内各大学においてトルコ語を修得した学生の数は大変多いので、かれら
にとっても開放的な本学の図書館を利用することは十分に可能である。
2　「トルコ文庫」の概要
　トルコ語の図書はすでに述べたように、現在のトルコ共和国だけではな
く、旧オスマン帝国の支配した地域の歴史研究のためにも欠かせないもの
である。オスマン帝国が日本よりもずっと早く、18世紀の初頭から西洋化
改革に乗り出したという歴史的背景もあって、トルコはヨーロッパの近代
的学問をいち早く学んでいる。このため、歴史研究の分野のみならず、政
治学、社会学、経済学などの分野においても近代的な方法論を駆使した学
問研究が発達している。したがって、歴史研究、とりわけオスマン帝国史
研究において、理論的な面では欧米に一歩譲るものの、実証的研究という
面ではトルコ共和国が質量ともに世界をリードしている。したがってオス
マン帝国史研究者にとってトルコにおける研究を参照することは欠くこと
のできない条件である。それは歴史研究のための第一次史料の大半がトル
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コ共和国に存在しているからである。たとえば旧オスマン政府が公布した
勅令、「検地帳」、徴税請負台帳、資産台帳、各種の公文書など、数億点に
のぼる史料がイスタンブルの総理府オスマン古文書局に所蔵されている。
私もイスタンブルに行くたびにここに足を運んでいるが、本学の大学院生
の中には現在トルコに留学し、これらの史料を閲読している学生がいる。
また、共和国の初代大統領ムスタファ・ケマル・アタテユルクの英断によっ
てオスマン時代に使用されていたアラビア文字を廃棄してローマ字を基
本としたトルコ文字が使用されるようになったため、アラビア文字で記さ
れた第一次史料のローマ字化による出版も盛んに行われており、日本にい
ては手が出ない第一次史料を利用することもできるようになった。最近で
は、カタログのコンピュータによる検索と史料の閲読、そしてCD－ROM
によるコピ・一一・もできるようになった。かつて、この文書館での閲読許可を
取得することが至難の業であった時代に比べると、隔世の感がある。
　前置きが長くなってしまったが、つぎに「文庫」の内容を紹介したい。
分量は全体で、現代トルコ語による図書が約1200点、オスマン・トルコ
語が約90点ほど、それに若干の欧文文献である。数としては、それほど
多いわけではないが、これらすべてが一カ所に集められているのが便利な
点で、目的の図書以外にも関連する図書がすぐ近くにまとまって一望でき
るため、研究のためのヒントを得ることができるのが強みである。
　次に「文庫」の蔵書を具体的に紹介したいが、近い将来『文献目録』を
出版する予定なので、ごく簡単に特徴的な点だけを記すにとどめたい。現
代トルコ語文献は、筆者が歴史を専門とする関係上、歴史書が多いが、現
代トルコの言語、政治、経済、社会、宗教、文学、民族・民俗学などに関し
てもある程度集まっている。昔のトルコは日本に比べて本の値段が格段に
安かったこと（今は高い）、当時の日本にはトルコ語本がほとんどなかった
ことなどのために、自分の専門にこだわらずに、将来に備えて良さそうな
本はできるだけ買っておいたからである。これらの図書の多くは、現在で
は東洋文庫などの蔵書と重複しているが、古いものは案外貴重であるかも
しれない。また、基本図書といえる参考図書、たとえば、isla〃i　Ansilopedisi
（トルコ語版イスラム百科事典、全12巻）、Yu　rt　Ansikolopedisi（県男1」百科事
典、全11巻）、Maydan－Larousse　Ansiklopedisi（メイダンーラルース百科
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事典、全7巻）、istanbul　Ansiklopedisi（イスタンブル百科事典、全8巻）、
Tanzimat’tan　Cumhuriyet’e　Ttirkiye、Ansiklopedisi（タンズィマートから共和
国ヘトルコ百科事典、全6巻）、Cumhuriyet　Db’nemi　Ttirkiye　Ansiklopedisi
（共和国期トルコ百科事典、全15巻）、Os〃ianli、Ansiklopedisi（オスマン朝
百科事典、全7巻）などの百科事典類はトルコに関する項目が詳しい。ま
た、Osmanl1（オスマン朝、全12巻）、　TUrkler（トルコ人、全21巻）のよう
に国際的に寄稿を呼びかけて編纂された論文集も目新しいものの一つであ
ろう。歴史関係では数え上げればきりがないが、良く知られている文献目
録（Seyfettin　6zege，　Enver　Korayによるもの）、古文書学（M．　Ktittikogluに
よるもの）、文書館案内、オスマン朝通史（i．H．　Uzungar§111，　i．　H．　Dani§mend
によるもの）、ウズンチャルシュルのいわゆる「制度史シリーズ」などオス
マン帝国史研究のための机上図書ともいうべきものは一応そろっている。
　アタテユルクは、1931年にトルコ歴史学協会を設立するにあたって、『ト
ルコ民族史研究は、これまでもっぱらヨーロッパ人の手によって進められ
てきた。しかし、かれらの研究はヨーロッパ諸語によって書かれた文献の
みを典拠としていたため、その成果はトルコ民族の果たした世界史的役割
を正当に評価することができなかった。また、かれらの中には、最初から
トルコ人に対して偏見を持っている者が少なくなかった。したがって、こ
れからのトルコ民族史研究は、トルコ人がみずからの手で、自分たちの祖
先が書き残したトルコ語史料を発掘し分析をすることを通じて推進し、こ
れを広く世界の人びとに披渥することを目的としなければならない』と述
べたという。このため、現在のトルコでは、アラビア文字を廃止したとい
う事情もあって、オスマン時代に書かれた文献・史料のラテン文字への転
写・校訂、現代語への翻訳による出版が盛んである。日本のように、第一
次史料がまったく存在しない国の研究者にとっては大変便利である。トル
コへ実地調査に行けない学部や修士段階の学生がこれらを利用することに
よってオスマン・トルコ語や文書の形式に慣れ、やがて現地での史料収集
のための準備をすることができる。
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3　ラテン文字化されたオスマン・トルコ語史料
　次に、トルコ史の専門家の方々の便宜のために以下にラテン文字化され
たオスマン時代の史料を列記する。
1）年代記的性格を持っ文献
　Ahmedf（ismai1　Unver　ed．），　iskender－n∂me’　inceleme－Tibktbasim（アレクサ
ンダー大王伝：研究とファクシミリ），Ankara，1983；Tursun　Bey（Mertol　Tu－
lun　ed．），　Tarih－iEbti’1－Feth（征服王の歴史），　istanbul，1977；Anonim（F　Giese
ed．），　Ta　rih－i　A’1－i　Osman（オスマン王家の歴史），　lstanbul，1992；Mehmed　Ne§丘
（Faik　Re§it　Unat＆Mehmed　A．　K6ymen　eds．），κ∫励一l　Cihan－Ntim∂，　NeEn”
Tarihi（世界の鏡：ネシュリーの歴史），2vols．，　Ankara，1949－57；Kvami“（F
Babinger　ed．），　Fetihna〃ze－i　Sultan　Meh〃zed（スルタン・メフメト2世の征服の
書），istanbul，1955；Anonim（Nihat　Azamet　ed．），7加∂励一∫A’－i　Osman（オスマ
ン王家の歴史），Istanbul，1992；Hadidi（Necdet　OztUrk　ed．），　Tev∂ri”h－i　Al－i　Os－
man　（1299－1533♪（オスマン王家の歴史），　lstanbul，1991；Celal－zade　Mustafa
（Ahmet　Ugur＆Mustafa　Cuhadar　eds．），　Seli〃z－ndne（セリムの書），　Ankara，
1990；ibn－i　Kemal（§erafettin　Turan　ed．），7加∂r訪一語1－f　O5〃～αη’L　Defter（オ
スマン王家の歴史：第一冊），Ankara，1957；Ibn　Kemal（Koji　lmazawa　ed．），
7診y∂r訪一iAl－i　Osman’1V　Dφ8r，　Ankara，2000；Ibn－i　Kemal（§erafettin　Tu－
ran　ed，），7診v∂崩一’AZ－i　Osman’Vll．　Defter，　Ankara，1954；Ibn　Kem飢（Ahmed
Ugur　ed．），7診v∂r訪一’AZ－’Osman　VIII．　DeLfrer　（Transkripsiyon♪，　Ankara，1997；
Matrakgi　Nasuh（Httseyin　Yurdaydin　ed．），　Bay∂n－i　Men∂zil－i　Sefer－i　lrakayn－’
Sultan　Stilayman（スルタン・スレイマン1世の両イラク遠征における宿営
日誌）；Selanikt”　Mustafa　Efendi（Mehmet　lp§irli　ed．），　Tarih－i　Selaniki“（セラー
ニキーの歴史），2vols．，　istanbul，1989；Ya§ar　YUcel（ed．），　II．　Osman　Adina
YazilmiF　Zbfer－nδme（オスマン2世のための勝利の書），　Ankara，1983；Def－
terdar　Sari　Mehmed　Pa§a（Abdtilkadir　Ozcan　ed．），　Ztibde－i　Vektiyia“t’Tahlil　ve
Metin　（1066－1〃5／1656－1704，（諸出来事の精髄：分析とテキスト），　Ankara，
1995；Haflz　HUseyin　Ayvansarayf（F　C．　Derin＆VCavuk　eds．），　Mecmua－i
m∂励（歴史集成），lstanbul，1985；Ce§mi－zade　Mustafa　Ra§id（B．　K邑tUko墓lu
ed．），（フefmi－z∂de　Tarihi（チェシュミーザーデの歴史），　istanbul，1959；Bekir
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Sltkl　B　aykal（ed．），　Dest∂　n“　S∂lih　Tarihi：Patrona　Halil　Ayaklanmasi　Hakktnda
Bir　Kaynak（デスターリー・サーリヒの歴史ニバトロナ・ハリルの反乱に
関する一史料），Ankara，1962；Haflz　Hizir　ilyas　A首a（Cahit　Kayra　ed．），　Tarih－
i　Endertin：Let∂if－i　Endernn　1812－1830（エンデルーン内廷の歴史：エン
デルーンの優雅），istanbul，1987；Abdnlkadir　6zcan（ed．），　Anonim　osmanb
Tarihi（作者不詳のオスマン朝史），　Ankara，2000；Silalidar　Findiklili　Mehmet
Aga（ismet　Parmaksizo墓lu　ed．），　Nusretname（アッラーの加護の書），　Vol．1，
part　1－3，　Istanbul，1962－64；M．　MUnir　Aktepe（ed．），1720－17240smanli－
Iran　Mtinasebetteri　ve　Silah“δr　Kem∂nfルlustafa　AgVa　’nin　Rev∂n　Fetih－nδmesi
（1720－1724年期におけるオスマン朝一イラン外交関係およびスィラーフ
ショール・ケマーニー・ムスタファ・アガのエレヴァン征服の書），lstanbul，
1970；M．MUnir　Aktepe（ed．），　Sem’dani－z∂de　Findiklili　Sdilayman　Efendi　Tar－
ihi’　Mde’r’it－tev∂ri”h（シャムダーニー・ザーデ・スレイマン・エフェンディの歴
史），istanbUl，1976；Omer　Bosnevi（Kamil　Su　ed．），　Tarih－i　Bosna　der　Ztiman－l
HekimogVlu　Ali　PaEa（ヘキムオウル・アリー・パシャ時代におけるボスニアの
歴史），Ankara，1979；Ahmed　Vasif　Efendi（MUcteba　llgUrel　ed。），　Mehasinti’1－
A’刀ﾝr　ve　Hahaikti’1　Ahb∂r（諸作品の精華と諸情報の真実），　istanbul，1978；
Ahmed　Cevdet　Pa§a（DUndar　GUnday＆Mifmin　Cevik　eds．），　Tarih－i　Cevdet
（ジェヴデットの歴史），6vols．，1stanbul，1993；M．　MUnir　Aktepe（ed．），　Vak‘a－
1㍑v£∫A肋84Lβげ恥η4’Tarihi，　Vol．1X－Xll1（修史官アフメト・リュト
フィー・エフェンディの歴史），Ankara，1984；SUryani　Mar－Y巳§ua（Mualla
Yanmaz　tr．），　Vakayi‘name（出来事の書），1stanbul，1958；Hrand　Andreasyan
（ed．），　Georg　Og“ulukyan’ln　Ruznamesi’　1806－18101syanlari，　III．　Selim，1イ
Mustafa，　IL　Mahmud　ve　Ale〃zdar　Mustafa　PaEa（ゲオルグ・オウルキヤンの
日誌：1806－1810年の諸反乱、セリム3世、ムスタファ4世、マフムト2
世、そしてアレムダル・ムスタファ・パシャ），istanbul，1972．
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2）法令集、書簡・文集、伝記集、論説、その他
　Midhat　Sertoglu（ed．），　Sojivali　Ali　CavuE　Kanunn∂〃lesi（ソフィアル・アリー・
チャヴッシュの法令集），Istanbul，1992；Robert　Anhegger＆Halil　Inalclk
（eds．），　Kdntinna’me－i　Sulta－ni、Ber　Mticeb－i‘O～fニi‘Osmani：」U．　Mehmed　ve　I1．
Bay・zid　Devi・lerine　Ait｝Ya・ak・am・　ve　Ka’nanna’m・ler（オスマン朝の慣習に
基づくスルタンの法令集：メフメト2世とバヤズィト2世時代の禁令
と法令集），Ankara，1956；Ahmed　AkgUndUz（ed．），　Osmanli　Kanunndneleri
ve　Hukuki“　Tahlilleri（オスマン朝の法令集とその法的分析），6vols．，（続刊
有）Istanbul，1990－93；Ayni　Ali　Efendi（M．　Tayyib　Gokbilgin　ed．），　K々v伽£ル
i　A“P－i　Osman　der　hul∂sa－i　mez∂mt”n－i　defter－i　di”van（御前会議録に基づくオ
スマン王家の法令集），istanbul，1979；Necati　Lugal＆Adnan　Erzi（eds．），
Fatih　Devrine　Ait　Mtinfe∂t　MecmuaSi（メフメト2世時代の文集），　istanbul，
1956；LUtfi　Pa§a（M．　S．　Kttttikoglu　ed．），　Asaf－name　：Yeni　Bir　Metin　Denemsi
（アーサフナーメ：新テキストの試み），Istanbul，1991；Taci－zade　Sa‘di　Celebi
（Necati　Lugal＆Adnan　Erzi　eds．），　MtinEeati（文集），　istanbul，1956；Ahmed
Cevdet　Pa§a（Cavid　Baysun　ed．），　Tez∂kir（書簡集），3vols．，　Ankara，1953－63；
MUstakimzade　SUIeyman　Saadeddin（Ziya　Kazlcl　ed．），　Devhat　til－Me“∂yih
（偉大なシャイフたち），istanbul，1978；Kinal－zade　Hasan　Celebi（Ibrahim
Kutluk　ed．），　Tezkiretti’E－Suara（詩人列伝），2vols．，　Ankara，1978－81；Geli－
bolulu　Mustafa　Ali（Mtijgan　Cunbur　ed．），　Hattatlarin　ve　Kitap　SanatCilarinin
Destanlari　（Men∂kib－i　H”nerveran♪（能書家と本作り職人たちの物語：芸術家
たちへの頒詩），Ankara，1982；Sifleyman　Celebi（Faruk　Timurta§ed．），　Mevltd
（メヴリード：預言者ムハンマド頒詩），Istanbul，1980．
3）文書史料
　Bruce　W．　McGowan（ed．），　Sirem　Sancag’i　Mufassal　Tahrir　Defieri（スィレ
ム県明細「検地帳」），Ankara，1983；Nevin　Geng（ed．），　XVL　Ytiayil　SotVa　Mu－
fa∬al　Tahrir　Defterinde　SotVa　KazaSi（16世紀ソフィア明細「検地帳」にお
けるソフィア郡），Konya，1988；Bahaeddin　Yediyildiz＆Unal　UstUn（ed．），
Ordu　yδ彫5∫Tarihinin　Kaynaklan　I’1455　Tarihli　Tahrir　Dφ8r’（オノレドゥ
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近郊史料1：1455年付「検地帳」），Ankara，1992；Refet　Yinang＆Mesut
ElibUyUk（eds，），　Kanunt　Devri　Malatya　7漉rかDφθr’r1560♪（スレイマン1
世時代のマラティヤ州「検地帳」1560年），Ankara，1983；Gyula　Kaldy－Nagy
（ed．），　Kanuni　Devri　Budin　Tahrir　Defteri　（1546－1562，（スレイマン1世時
代ブダ州「検地帳」1546－1562年），Ankara，1971；Refet　Yinang＆Mesut
ElibUyUk（eds．），　Mara57批r∫r　Dφθr’（1563，（マラシュ州「検地帳」1563
年），2vols．，　Ankara，1988；Melek　Delilba§i＆Muzaffer　Arikan（eds．），　Hicri
859　Tarihli　Sdiret－’Dψεr－i　Sancak－i　Ti　rhala（イスラム暦859年付トゥルハラ
県「検地帳」），2vols．，　Ankara，2001；6mer　Lutfi　Barkan＆Enver　Mergil
（eds．），　Htid∂vendig∂r　Liv∂Si　Tahrir　Defterleri（ヒュダーヴェンディギャー
ル州「検地帳」），vbl．1，　Ankara，1988；Ahmed　Akgtinduz＆said　Ozturk
（eds．），｝’ozgat　Temettuat　DeLtilerleri：Emlak　Defteri（ヨズガト地方の資産台
帳）istanbul，2000；Mehmed　Ali　Unal（ed．），　Mtihimme　Defteri　44（勅令草稿集
44），Izmir，1995；12　Numarali　Mtihimme　Defleri（第12番勅令草稿集），4vols．，
Ankara，1996；Murat§ener＆Nurullah　I§ler（eds．），7Numaraliルldihimme　Def－
∫θr∫1975－9767567－1569，（1567－1569年付第7番勅令草稿集），istanbul，
1997；Hacl　Osman　Ylldmm　et　al．（eds．），12　Numarab　Mtihimme　Dψθr’
（978－9791」570－1572）（1570－1572年付第12番勅令草稿集），istanbul，1996；
Necati　GUItepe＆Necati　Akta§（eds．），　Mtihimme　Defleri　（3　nu．　Ttpkibasvn，5
nu．δzet　ve　indekS）（勅令草稿集［第3番、ファクシミリ、第5番、要約とイ
ンデクス］，istanbul，1993；438　Numarali　MuhdSebe－’W1の8’－i　Anadolu　Def－
teri（93　7／1　530♪1’Ktitahya，　Karahis∂r－i　S∂hib，　Sultan－Onti，　H∂mid　ve　Ankara
Liv∂lart（Dizin　ve　Tipkibasim），　Ankara，1993，　II：Bolu，　Kastamonu，　Kengln
ve　Koca－ili　Livalan（438番アナドル州各県会計簿），2vols。，　Ankara，1994；
Mehmet　Ali　Unal（ed．）；387ハ1umarali　Muh∂sebe－i　141∂yet－i　Karaman　ve　Ram
Defteri　（937／1530，（第387番カラマンおよびルーム州会計簿1530年付），2
vols．，　Istanbul，1997；HUseyin　Ozde鍾er（ed．），1463－1640　Yillan　Bursa　5ehri
Tereke　Defterleri（1463－1640年ブルサ住民の遺産目録），　istanbul，1988；En－
ver　Ziya　Kara1（ed．），　Selim　III’din　Hatt－i　Htimayunlari’Nizam－i　Cedit（セリム
3世勅令集：ニザーム・ジェディード），Ankara，1946；
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　このように、ラテン文字化および翻訳などの形式での出版が盛んなの
は、さきにふれた事情にもよるが、一方では、トルコの大学で卒業論文な
いし修士論文として古典の校訂・訳注などが好んで取り上げられるからで
もある。これとは別にめずらしい著作では、古典トルコ音楽をはじめて採
譜した17世紀のポーランド人ボボウスキー（トルコ名アリー・ウフキー）
の『器楽と歌謡集成』（Ali　Ufki（SUkrti　Elgin　ed．），　Mecmua．i　Saz　a　Sδz，、ア
タテユルクを痛烈に批判して発禁処分となった元文部大臣ルザー・ヌール
の『自伝と回想録（Hayat　ve　Hatiralarim）』（全4巻）、16世紀の有名な海軍
提督ピー一・リー・レイスの『海事の書』（Piri　Reis，　Kf励一i　Bahriye）（全4巻）な
どがある。
　欧文文献は、学生の卒論指導などに必要なため大半をなお筆者の手元
に置いてあり、たいしたことはないが、一つだけ挙げるとすれば、ムー
ラジア・ドーソンの『オスマン帝国総覧（M．D’Ohsson，　Tableau　ge’ne’ral　de
l’Empire　Othoman，7toms．，　Paris，1788－1824）』（口絵1）であろう。ただし、
この本は貴重本扱いとなって別置されている。
4　オスマン・トルコ語史料
　オスマン・トルコ語本の中で最も重要なものは、やはりオスマン時代に
記された年代記である。そこで、以下にこれらの年代記をほぼ年代順に紹
介する。ただし、それらの正式な書名を記すのは煩雑なため、通称として
専門家ならば誰でも知っている簡略化された形式の書名を記し、またラテ
ン文字による綴りは本学中央図書館による方式を採用した。本学図書館の
WWW－OPACにより検索するために便利だからである。なお、オスマン・
トルコ語のみならず、現代トルコ語の場合でも検索の際にはトルコ語の特
殊文字は全部省略してください。たとえば、Uzungar§111→Uzuncarsiliの如
し。なお、以下に記す年代記の内容と史料的価値にっいては濱田正美氏の
解説を参照されたい（「トルコ」『アジア歴史研究入門』4同朋舎昭和59
年663－703頁）。
　A§1k　Pa§a－zade（Ali　Bey　ed．），　A’EikpaEazδde　Tarihi（アーシュク・パシャ・
ザーデの年代記），Farnborough：Gregg　lnternational，1970；Hoca　Sadeddin，
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Tac　el－Tev∂n“h（年代記の王冠），2vols．，　istanbul，1279－1280H（Hはイス
ラム暦を示す）；Solakzade，　Solakz∂de　Tarihi（ソラク・ザーデの年代記），2
vols．，　lstanbul，1297H；Mustafa　Alf，　Ktinhti’1－ahb∂r（諸情報の精髄），2vols，，
Istanbu1，1277－85H；Mustafa　Selanikf，　T澄rih－i　Selaniki”　一　Die　Chronik　des　Se－
laniki（セラーニキーの年代記），　Freiburg，1970；Pegevi　ibrahim　Efendi，　Tarih－’
飽fεvf（ペチェヴィーの年代記），2vols．，1stanbul，1283H；Celebi－zade　Ab－
dulaz↑z　Efendi，　Ravzat　el－ebrar　el－mtibayyin　bi－hakdik　il－ahr∂r（有徳者たち
の庭），Bfilak，1248H；Silahdar　Findiklili　Mehmed　A営a，　Silahd∂r　Tarihi（ス
ィラーフダールの年代記），2vols．，1stanbul，1928；Mustafa　N㎡ma，　Tarih－
iNafm∂（ナイーマーの年代記），6vols．，　istanbul，12800r　l　283H；Mehmed
Ra§id，　Tarih－i　R∂fid（ラーシドの年代記），6vols．，　istanbul，1282H；Ahmed
Vasif，　Tarih－i　Vasif（ワースフの年代記），2vols．，　Btilak，1246H，；Ahmed
Cevdet　Pa§a，　Tarih－i　Cevdet（ジェヴデットの年代記），12　vols．，　istanbul，
1309H；Ahmed　Ltitfi，　Tarih－i　LtitLfi（ルトフィーの年代記），8vols．　in　4　vols．，
1290－1328H；Tayyar－zade　Ahmed　Ata，　Tarih－iAt∂，（アターの歴史），　istanbul，
1293Hがある。
　以上がオスマン朝のいわゆる年代記であるが、その後オスマン時代に執
筆された通史的著作に、Hayrullali　Efendi，　Devlet－iAliyye－i　Osmaniye　Tarihi
（オスマン国家の歴史），15　vols．（6－10欠），　lstanbul，1281H；Ahmed　Rasim，
Resimli　ve　Haritab　Osmanli　Tarihi（絵と地図付きオスマン朝史），4vols．，
Istanbul，1326－1335Hがある。
　以上、数としてはさほど多くないが、オスマン時代の年代記でアラビア
文字によって刊行されているものは、このほかにASimとsani－zadeのTarih
および，S飢㎡，§創dr，　SubhfのTarihが存在する程度である。つまり、すで
に刊行されている年代記のほぼすべては「トルコ文庫」に含まれていると
いうことができる。オスマン朝の年代記は、もとよりこれがすべてではな
く、なおその多くが写本のまま残されており、そのごく一部が出版されて
いるにすぎない。なお、筆者がかって東洋文庫に蒐集した写本による年代
記については、永田雄三「最近東洋文庫において蒐集されたオスマン朝史
関係の文献およびマイクロフィルム（1・2）」（『東洋学報』第53巻2・3・
4号、昭和45－46年）を参照されたい。
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　オスマン・トルコ語によるもので、年代記以外では、有名なEvliya　Celebi
のSayahat－ndne（エヴリヤー・チェレビー旅行記），10vols・，　istanbul，1314H
～1938（ただし、9，10巻はラテン文字化されている）・Mehmed　SUreyya，
Sicil－i　Osmant（オスマン紳士録），4vols．，　istanbul，1308H（ただし復刻版）、
まtg、　Dtistar（法令集），4vols・and　zeyl　l－4，　istanbul・1289Hはよく利用さ
れる文献である。
　以上がトルコ語およびオスマン・トルコ語の単行本である。雑誌に関し
ては、個人蔵書であるため、バックナンバーの形では存在しないこと、欠
落が目立っことなどの欠点があるが、おおよそ次のようなものがある。
　現代トルコ語によるものには、勲肋Dθ顧∫’（イスタンブル大学文学部史学
科史学雑誌），no．1－29（1949－75），31（1978），32－33（1978－82），35（1994）；
Ttirkiyat　Mecmuasi（トルコ学雑誌），　VbL　6（1939），7－8（1945），9（1951），10
（1951－53），11（1954），12（1955），13（1958）；Tarih　EnstitVisti　Dergisi（歴史研
究所雑誌［イスタンブル大学］），no．1－7／8（1970－78），12（1982），14（1994），
15（1997）；Tarih　incelemeleri　Dergisi（歴史研究雑誌［エーゲ大学］），　no．
1－6（1983－1991），12（1997）；Belgelerle　Ttirk　Tarihi　Dergisi（史料トルコ史
雑誌），no．1－40（1967－71），　no．1－5（1985）；Belgeler（史料）（トルコ歴史学
協会発行），no．1－8（1964－1969），　no．17（1988），20－25（1996－2001）；Tarih
VesikOlan（歴史史料）（文部省発行）no．1－16，1941－49；などが存在する。こ
の他にTarih　Konu“uyor（歴史は語る），　no．1－16（1964－1965），18－19（1965），
21－24（1965－66），27（1967），37（1967），45（1967）があるが、これは学問
的な雑誌ではなく、読み物風の記事が多い。オスマン・トルコ語による
ものでは、Karagδz（カラギョズ），2vols．，　no．1－416，　lstanbul，1908－1912；
Resimli　Kita“b（絵入り雑誌）no．1－50，1908－1912といった「青年トルコ人
革命」直後に発行された政治評論を主とする雑誌は近代史研究の格好の材
料である。
　以上が「トルコ文庫」の概要である。トルコ語という日本では特殊な言
語による蔵書であるため、誰でも利用できるものではないが、中東やバル
カンを研究する人にとっては、トルコ語は大変重要な言語であり、これを
修得して利用される方にとっては、それなりに役に立つ「文庫」であると
確信している。
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　なお、「トルコ文庫」以外にも、筆者がかつて寄贈した150点弱のトル
コ語文献、および政経学部の佐原徹哉氏の寄贈されたトルコ語本も将来こ
の「文庫」に納められる予定である。
　最後にトルコ史研究と本学との関係について付言しておきたい。戦前の
日本におけるイスラム研究の中心のひとつはトルコ史研究であった。当時
の日本は、いわゆる「満蒙」および「南洋」に向けて「大陸進出」を本格
化させていた時期で、「満州国」内にはトルコ系タタールが多数居住して
いたし、かれらの一部は日本に移住して、俗にいう「ラシャメン」を売っ
て生計を立てていたからである。だが、国策に沿って行われたトルコ史研
究は敗戦とともに中断されてしまった。戦後トルコ史研究をほとんど独力
で続けておられたのが三橋冨治男先生であった。先生は戦後ごく短期間で
あったが、本学の助教授を務められ、のちに千葉大学に転出されたが、そ
の後も長い間本学で兼任講師として教鞭を取られた。先生が兼任講師を退
かれたしばらくのちに本学でトルコ史を最初は兼任講師として、そしての
ちに専任として担当したのが私である。つまり、本学は戦後一貫してトル
コ史、とくにオスマン帝国史の講義が存在した、日本ではおそらく唯一の
大学である。
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